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公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 

第 2 回 学自研学生委員会 議事録 

2019 年 5 月 25 日 

文責：日本大学 生産工学部 廣谷 

1．概要 

 日 時：2019 年 5 月 25 日（土）14:00～16:00 

 場 所：日本大学理工学部 駿河台キャンパス 

 参加者： 神奈川工科大学    和田 

      関東学院大学     仲田 

      筑波大学       梁 

東京電機大学     レー 

      東京農工大学     矢田 

      日本大学理工学部   小笠，尾野，沢田，柳井 

      日本大学生産工学部  小林，廣谷 

      理事         佐藤，加藤，伊藤，馬場 

      OP          中山，小船，山中，吉村 

（大学名 50 音順・敬称略） 

 

2．配布資料 

 ・【事前資料】第 2 回学自研学生委員会 事前資料 

・【事前資料】2019 年度 5 月分 会計資料 

・【事前資料】2019 年度 学自研関東支部 4 月分会計詳細 

 ・【事前資料】2019 年度 関東支部 費用申請書 

・【事前資料】学生自動車研究会 ポスター 小林案 

・【事前資料】学生自動車研究会 ポスター 尾野案 ver2 

 

3．議題 

3.1 Web 更新状況報告（広報担当：尾野） 

 【進捗】 

 ・第 1 回委員会の議事録は掲載済み． 

 【今後の予定】 

 ・自技会関東支部の Facebook ページと HP の更新状況の紐付けを行う． 

  →Facebook のタイムラインに学自研の活動を流すことで活動を広める． 

・HP は未更新のため今後更新する． 
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3.2 学自研ポスターについて 

 【報告】 

 ・学自研の活動を各大学の掲示板に掲示するためのポスター案が 2 つ承認された． 

  →各校委員はポスターのお問い合わせ欄に各校委員の代表の連絡先を追記し，各校の許可を得てか

ら掲示板にポスターを掲示する． 

 →掲示した場合，許可を得た内容の詳細とともに広報担当へメールで連絡する． 

 

3.3 会計状況報告（会計担当：和田） 

【報告】 

・これまでの予算の使用用途について． 

・残りの予算額について． 

・事前資料の 2019 年度関東支部費用申請書について． 

→企画で発生した費用(手土産代等)を申請する際に必要事項を記入の上，領収書と一緒に提出． 

 承認された場合，年度末に支払われる． 

 

3.4 企画状況報告 

3.4.1 本年度企画について 

◎恒例行事担当 

 総合火力演習   ：日本大学理工学部 

 四輪研修    ：沢田，和田 

 モーターショー   ：神奈川工科大学 

 北海道セーフティドライビング ：東京電機大学 

 

○四輪研修募集について 

・募集締切から開催日までの期間が長く，例年その期間での参加辞退が多い． 

→今の時期から募集をかける．応募状況は来年度以降の四輪研修の参考にする． 

 

○おおたオープンファクトリーへの参加 

日時 ：2019 年 11 月 16 日(土) 

担当者：筑波大学 梁 

内容 ：次回以降の委員会で詳細を決める 

 

○理事講演会企画 

講演者：若林先生(ハリウッド大学院大学 特命教授，国士舘大学 名誉教授) 

日時 ：6 月以降(予定) 

担当者：日本大学生産工学部 小林，廣谷 
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○一般社団法人 日本自動車部品工業会から：学生に自動車部品に興味・認知を持ってほしい． 

日時 ：未定 

担当者：日本大学理工学部 小笠(暫定) 

内容 ：自動車部品館の内覧，講演会を行う．（予定） 

 

3.4.2 新企画の提案 

○モータースポーツ 

○保安部品 

○IT 系 

○ネクスコ系 

○親睦会 

○他支部交流 

○船，飛行機 

 

◎研究会で出た企画案(各委員出案) 

○CASE 

○運転体験 

○自動運転関連の体験(試乗) 

○環境負荷低減(EV，代替燃料 NGV) 

○センサ系(道路交通マップ，(株)ゼンリン) 

○モータースポーツ(培われた技術が一般車でどのように生かされているか，ピット裏見学) 

○各大学の施設見学 

○運転支援システム(実車体験) 

○他支部交流 

○関東圏外の自動車メーカー見学 

 

◎研究会で話し合われた具体案 

○CASE 

・自動運転の体験：日産自動車(株) 

・自動運転技術講演：(株)ゼンリン，日立オートモティブシステムズ(株)，画像処理技術 

○環境負荷低減 

・メーカーの生産活動での取り組み(製造，輸送等) 

・商品での取り組み(EV 等) 

○モータースポーツ・メーカー見学 

・サーキットでの見学：JRP で許可をとり，各チームに見学の許可を取り付ける． 

・メーカー系：ニッサン・モータースポーツ・インターナショナル(株) （NISMO） 

ムーンクラフト(株) 

(株)トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント （TRD） 
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(株)本田技術研究所 (HRD SAKURA) 

カルソニックカンセイ(株) 

○ラボツアー(大学施設見学) 

・神奈川工科大学 

○他支部交流 

・他支部合同で関東圏外のメーカー見学 

 

→新企画について、上記の案を元に各委員は次回までに具体案を一つ以上考えてくる． 

具体案(企画案，目的，場所)． 

 

3.5 各大学の予定表について 

委員が所属する各大学の予定表について、今後の取り扱い方を確認した。 

→委員が所属する各大学全体の予定をまとめたものを後日配布する．委員個人の予定については掲載

しない． 

 

3.6 自動車技術会関東支部学術研究講演会(ICATYE)について 

日時：2020 年 3 月 4 日 

会場：東京電機大学 東京千住キャンパス 

◎特別講演会のテーマについて議論した． 

○講演テーマの草案 

・将来のモビリティ(空飛ぶ自動車など) 

・新型スープラの開発について 

・レンジエクステンダー用ロータリーエンジンについて 

・モータースポーツ技術の市販車への応用について 

 

4 次回第 3 回委員会 

日時：2019 年 6 月 29 日 (土) 

会場：日本大学理工学部 駿河台キャンパス 

 

 


